
一
九
世
紀
初
頭
に
ボ
ス
ト
ン
で
創
設
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー

ド
（
以
下
A
B
C
F
M
)
は
、
一
八
六
九
年
以
来
、
主
に
関
西
を
拠
点

と
し
て
対
日
伝
道
を
展
開
し
、
一
八
八

0
年
代
末
に
は
、
来
日
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
団
の
う
ち
、
最
大
規
模
と
な
っ
た
組
織
で
あ
る
。

A
B
C
F
M
自
身
に
と
っ
て
み
て
も
、
一
八
八
六
年
以
降
、
世
界
に

拡
大
し
た
二

0
を
超
え
る
宣
教
地
の
う
ち
、
日
本
は
最
多
の
宣
教
師

の
派
遣
対
象
と
な
っ
た
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
来
日

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
』
現
代
史
料
出
版
、
一
九
九
九
年
）
。

医
療
は
近
代
キ
リ
ス
ト
教
の
有
効
な
伝
道
手
段
で
あ
り
、
日
本
の
み

な
ら
ず
全
世
界
的
に
、
医
師
の
資
格
を
合
わ
せ
持
つ
宣
教
師
が
活
動

し
て
い
た
。

A
B
C
F
M
が
一
九
世
紀
中
に
日
本
に
派
遣
し
た
医
療

宜
教
師
は
、
来
日
宣
教
団
の
う
ち
で
も
最
多
の
八
名
を
数
え
る
。

報
告
者
は
か
つ
て
、

A
B
C
F
M
医
療
宣
教
師
の
な
か
の
一
人
で

〈
第
三
会
場
〉

近
現
代
史
部
会

田

中

智

子

大
阪
府
に
お
け
る
病
・
医
療
と

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
医
療
宣
教
師

医
の
開
化
と
地
域
化

あ
る
J
.
C
・
ベ
リ
ー
の
足
跡
を
追
う
こ
と
を
通
し
、
兵
庫
県
・
飾

磨
県
・
岡
山
県
・
京
都
府
に
お
け
る
公
私
の
病
院
や
医
学
校
の
成
立

過
程
を
論
じ
た
。
府
知
事
・
県
令
の
裁
量
の
下
、
彼
が
い
か
に
処
遇

さ
れ
た
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
勢
力
の
接
近
や
協
同
、
反
発
が

存
在
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
（
拙
著
『
近
代
日
本
高
等
教
育
体
制

の
黎
明
』
思
文
閣
出
版
、
二

0
―
二
年
）
。

一
方
、
報
告
者
を
含
め
た
こ
れ
ま
で
の

A
B
C
F
M
研
究
は
、
大

阪
府
下
の
医
療
伝
道
に
つ
い
て
、
概
略
を
示
す
に
留
ま
っ
て
き
た
。

医
学
史
方
面
に
お
け
る
新
旧
の
関
連
論
考
も
存
在
す
る
が
、
大
阪
の

医
療
制
度
や
病
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
宣
教
師
の
日
々
の
行
動
や
考
え

を
検
討
す
る
レ
ベ
ル
か
ら
の
研
究
は
な
い
。
本
報
告
は
、
一
八
七

0
年

代
か
ら
八
0
年
代
を
対
象
に
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

大
阪
に
は
、
政
府
直
轄
の
病
院
が
一
八
六
九
年
に
置
か
れ
た
。
学

制
公
布
を
経
て
、
府
管
轄
の
大
阪
府
病
院
（
医
学
校
）
と
な
っ
た
が
、

こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
機
関
を
核
と
し
、
府
下
医
療
全
般
の
制
度
化
が

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
医
療
宣
教
師
に
と
っ
て
も
、
そ
の
存

在
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
は
、
一
八
七
五
年
よ
り

A
•
H

・
ア
ダ
ム
ズ
が
医
療
伝
道
の
任
に
あ
た
っ
た
が
、
大
阪
医
学

校
長
で
あ
っ
た
医
師
・
松
村
矩
明
な
く
し
て
そ
の
事
業
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
松
村
が
私
財
を
投
じ
て
市
中
に
設
け
た
ひ
と
つ
の
場
が
、

A
B
C
F
M
系
教
会
の
日
本
人
信
徒
が
運
営
す
る
診
療
所
と
し
て
継

続
し
、
ア
ダ
ム
ズ
の
活
動
拠
点
と
な
る
。
有
為
の
医
学
の
徒
を
集
め
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る
と
と
も
に
、
一
八
八
0
年
代
末
ま
で
、
ド
イ
ツ
系
医
学
席
巻
の
起

点
と
な
ら
な
か
っ
た
府
の
病
院
（
医
学
校
）
は
、
医
療
伝
道
に
親
和
的

な
地
域
的
環
境
を
提
供
し
た
と
も
い
え
る
。

ア
ダ
ム
ズ
は
一
八
七
九
年
、
志
半
ば
に
世
を
去
り
、
す
で
に
兵
庫

県
や
京
都
府
で
活
動
し
て
い
た

w
．
テ
イ
ラ
ー
が
、
大
阪
で
の
事
業

を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
頃
か
ら
大
阪
市
中
に
は
、
日
本
人
医
師
に
よ

る
私
立
病
院
が
設
立
さ
れ
て
い
く
。
テ
イ
ラ
ー
は
教
会
有
志
が
維
持

す
る
浪
速
病
院
（
旧
松
村
の
診
療
所
）
や
長
春
病
院
を
拠
点
と
し
た

が
、
他
の
私
立
病
院
と
も
緩
や
か
に
協
同
し
て
い
っ
た
。
松
山
耕
造

は
、
か
つ
て
大
阪
医
学
校
に
学
び
神
戸
で
ベ
リ
ー
を
助
け
た
医
師
で

も
あ
っ
た
が
、
教
会
の
病
院
や
有
志
と
営
む
博
済
病
院
を
通
し
、
テ

イ
ラ
ー
と
と
も
に
施
療
に
精
を
出
し
て
い
く
。
貧
民
施
療
は
大
阪
の

地
域
的
課
題
で
あ
り
、
府
病
院
（
医
学
校
）
の
存
在
意
義
も
そ
の
観
点

か
ら
問
わ
れ
続
け
た
。

テ
イ
ラ
ー
の
医
療
伝
道
観
は
、
大
阪
赴
任
後
の
約
一

0
年
で
変
化

す
る
。
•
以
前
は
周
辺
地
へ
の
開
拓
伝
道
に
力
を
注
い
だ
が
、
大
阪
で

の
日
々
の
診
察
や
一
八
八
五
年
の
水
害
施
療
を
経
験
し
、
「
直
接
的

医
療
伝
道
」
の
境
地
に
辿
り
つ
く
。
府
県
下
有
力
者
の
協
力
を
得
、

大
規
模
で
先
進
的
な
医
学
教
育
機
関
や
病
院
の
設
置
・
運
営
を
志
す

ベ
リ
ー
と
は
異
な
る
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

一
九
世
紀
に
来
日
し
た
医
療
宣
教
師
は
、
特
異
な
医
師
で
あ
る
。

西
洋
人
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
で
あ
り
、
治
外
法
権
下
に

あ
っ
て
諸
権
利
も
限
定
的
な
外
国
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ダ
ム
ズ

や
テ
イ
ラ
ー
が
、
大
阪
の
一
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
本
報
告
は
、
彼
ら
の
手
に
成
る
英
文
の
書
簡
や
書
類
を
主
に
用

い
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
当
該
期
大
阪
に
お
け
る
病
や
患
者
の

実
相
を
伝
え
て
く
れ
る
。
病
院
で
の
、
あ
る
い
は
往
診
や
施
療
と
い

っ
た
彼
ら
の
具
体
的
医
療
行
為
、
病
の
背
後
に
あ
る
社
会
関
係
も
浮

か
び
上
が
る
。

ア
ダ
ム
ズ
が
直
面
し
た
の
は
、
マ
ラ
リ
ヤ
・
肺
病
・
チ
フ
ス
と
い

っ
た
、
自
ら
や
家
族
も
罹
患
す
る
危
険
の
あ
る
伝
染
病
、
そ
し
て
、

居
留
西
洋
人
の
「
妾
や
召
使
い
」
の
女
性
を
苦
し
め
る
疾
患
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
女
性
の
疾
患
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
診
察
記
録
に
も
多

数
認
め
ら
れ
、
眼
病
の
圧
倒
的
多
さ
と
と
も
に
特
筆
さ
れ
る
。

近
代
大
阪
に
お
け
る
医
療
・
医
学
の
始
動
は
、
大
阪
大
学
医
学
部

前
史
、
そ
れ
と
不
即
不
離
な
る
緒
方
洪
庵
一
族
の
歴
史
、
あ
る
い
は

広
義
の
都
市
社
会
史
と
い
っ
た
研
究
・
領
域
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
顔
を
出
さ
な
い
医
療
宣
教
師
（
換
言
す

れ
ば
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
行
政
・
集
団
・
社
会
の
構
成
要
素
で
は
な

く
、
「
地
域
」
か
ら
「
浮
い
た
」
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
）
に
光
を
当
て
、
大
阪
の
特
性
を
描
き
出
し
た
い
。
当

該
期
の
医
療
は
、
「
開
化
」
（
西
洋
化
）
を
基
本
路
線
と
し
て
制
度
化

さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
、
医
療
宣
教
師
を
含
む
そ
の
担
い
手

た
ち
が
い
か
に
関
係
し
合
い
、
府
下
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
医
療
の

-13-



「
地
域
化
」
（
土
着
化
・
個
性
化
）
が
果
た
さ
れ
て
い
く
の
か
、
周
辺

府
県
の
状
況
と
も
比
較
し
な
が
ら
総
合
的
に
考
え
た
い
。

事
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